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はじめに

この度は PHONIC 社製のコンパクトミキサーをお買い上げ頂き、誠に有り難うございます。

商品の性能をフルに発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取扱い説明書を必ず

お読み下さい。尚、お読みになった後は、保証書と一緒に大切に保管して下さい。

ご使用の前に

1. この取扱い説明書にしたがって操作して下さい。

2. 電源を入れる前にフェーダーが全部下がっていることを確認して下さい。

3. アンプに電源を入れる前にミキサーお電源を入れて下さい。また電源を切る際にはアンプの電

源をまず切ってからミキサーの電源を切るようにして下さい。シーケンサー付の電源モジュー

ルを使用することにより、順番に電源のオン/オフができます。

4. ミキサーに配線する際は電源を切った状態で行なってください。

5. 水には大変弱いので、雨などがかからないよう充分ご注意下さい。

6. 内部には精密な電子部品が多数実装されています。移動及び輸送時には大きな衝撃が加わらな

いようにして下さい。

7. 本機の設置場所は直射日光の当たる場所やストーブの直前など、高温になりやすい場所を避け、

なるべく通気性の良い場所で御使用下さい。

8. 定格電圧 AC100V50/60Hz で御使用下さい。

9. 電源コードは機材への挟みこみ等、無理な力が加わらない様御注意下さい。

10. 信号の入出力端子に、許容範囲を越える異常電圧が加わらない様にして下さい。

11. 故障や感電事故を防止すると共に、性能を維持する為にも、ケースを開けて内部に触れたりし

ないでください。修理が必要な時には、販売店、もしくは輸入代理店までお問い合わせ下さい。

基本機能

• 6CH マイク/ライン入力及びインサート端子

• 3 バンド・セミパラメトリック EQ（ミッドスイープ付）

• 4 ステレオ入力、2 バンド EQ 付

• 7 バンド・グラフィック EQ（パッチ可）

• 4 バス、MS マトリックス

• 2 トラック用入出力端子

• 1AUX、1 エフェクト・ミックス・センド（プリ/ポスト切替可）

• 48V ファンタム電源オン/オフスイッチ（各チャンネル）

• PFL機能

• 60mm リニアー・フェーダー

• 13 ポイント・デュアル LED

• 各モノラル入力チャンネルにピークインジケーター
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CHANNEL STRIP

1. MIC(CH1～6)
各モノラルのチャンネルにはマイク入力用の XLR 端子とキーボード、シンセやド

ラムマシン等の高い信号のレベルを持つソースに使うための 1/4 インチのフォンジ

ャックがついています。インサート端子も各モノラルチャンネルに搭載されていま

す。

コンデンサーマイクを使う際には+48V ファンタム電源が必要になります。+48V

ファンタム電源のスイッチはミキサー後部のディップスイッチでオン /オフできる

ようになっており、各チャンネルのファンタム電源を簡単に設定することができま

す。ファンタム電源をオン・オフに切替える際、グループフェーダーも含め、全て

のフェーダーが下がっているこを確認してください。そうすることによりステー

ジ・モニタースピーカーやメイン・スピーカーから過度のノイズが出力されること

を防ぐことができます。+48V の電源がオンになっている状態でファンタム電源を

使用するマイクを差し込まないで下さい。

2. LINE(CH1～6)

ライン入力用の 1/4 フォン･ジャック端子です。この端子にフォンプラグを差し込

むと自動的に入力トリムが MIC から LINEに切り替わります。LINE入力を使用す

る際は XLR マイク入力端子を同時に使わないようにしてください。

3. INS
インサートは入力チャンネルの信号経路のブレイク・ポイントです。コンプレッサ

ーの様な外付けの機材にミキサーから信号を主力し、ミキサーに信号を戻すことに

より最終段の出力ミックスを継続することができます。プラグが差し込まれた時点

で信号経路がハイパスフィルター後、EQ セクション前で切られます。すなわちプ

リ EQ の仕様となっています。インサートしたエフェクター等の機材が例えばノイ

ズが多い場合、高域の EQ で補正することによりノイズレベルを落とすことができ

るわけです。

4. TRIM
この回転式のつまみは、信号レベル・チャンネルの調整をします。ゲイン値が高す

ぎると信号はオーバーロードした信号として歪みます。ゲイン値が低すぎると残留

ノイズのレベルが目立ち始め、ミキサーの出力に不充分となる信号レベルになりま

す。正しいゲイン設定により、ミキサーをベストなレベルで操作する事が出来ます。

ピーク LED を使って信号がピークに達した時、時折赤色の LED が点灯するように

ゲインを調整して下さい。それが最も適当な位置です。

このゲイン用つまみはマイクまたはライン入力に合わせて 2 種類の表示がされて

います。マイク入力の時は内側の+10～+60dB を、ライン入力時には外側の-10～+40dB を見て下さい。

5. LOW CUT
スライド・スイッチを下にスライドして下さい。そうすることにより 18dB/オクターブの 75KHz ローカット・

フィルターが信号経路に挿入されます。このローカット・フィルターはマイクからのポップ音やステージの床鳴

りの音を減らし、ライブのボーカルに効果的です。また、低周波帯のハムノイズを遮る為にも使用されます。

6. HIGH

7-14CH（ＭＭ1805）を除く全ての入力チャンネルにはミッドスイープ付きの 3 バンド・イコライザーが付いていま

す。右に回すと、高い周波帯がブーストされ、シンバルやボーカルなどがしゃきっとした音になってきます。左に回
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すと高周波帯がカットされ、S 音（シビランス）またはヒスが減ります。このコントロールはシェルビング・タイプ

で 12KHz において 15dB までブーストまたはカットします。

7. MID

この 2 つのつまみはミッドのイコライジングをするために同時に使用します。上段のつまみは 2.5KHz において HF

EQ つまみの様に 15dB までブーストまたはカットします。下段のつまみを使って 100Hz から８Khz の間でイコライ

ジングが行われるポイントを設定します。このミッド・バンドの周波帯はボーカルのレンジのほとんどをカバーして

おり、このコントローラーを使用することにより個性的なボーカルまたはギターの信号がど

う誇張されているか、または押えられるかが良くわかります。是非注意して聞いてみて下さ

い。このイコライジング機能を使用しない場合はつまみの位置を 0 に設定します。

8. LOW
このシェルビング・タイプの低域 EQ コントローラーは、80KHz において 15dB までブース

トまたはカットします。コントローラーを右に回す事によりボーカルに暖かみを加え、ギタ

ー、ドラム、シンセサイザーに特別なパンチを効かせます。左に回すとステージの騒音やハ

ムノイズが減り、ぼやけた音も改善されます。これらのイコライザーは異なったルーム・ア

コースティックを適応したり、フィードバックをコントロールしたり PA サウンドの世界を

より良くする為に使用されます。しかしスピーカーシステムそのものがひどい場合はどんな

にイコライザーを使ったとしても周波数帯のカーブをうまく修正できません。全てのコント

ローラーは常に 0 の位置にし、特殊な周波数帯セグメントの過度なカットやブーストを避け

て下さい。そうすることにより不必要なフィードバックの増加やダイナミックレンジの縮小

をさけることができます。より感動的なサウンドを作る為にダイナミック・プロセッサーを

使うことは大事です。チャンネル・インサートはコンプレッサー、リミッター、ゲートを加

える為に使用します。

9. AUX

このロータリー・フェーダーを使って AUX バスにチャンネルの信号を送ります。この信号

はプリ・フェーダーなので AUX は個々のフェーダーの動きには全く影響を受けません。これ

はフォールド・バックまたはモニターに良く使われます。スライド・スイッチ（10）を押す

ことによりエフェクター等の効果をフェーダーの動きに連動できるポスト･フェーダーに切

り替えることができます。

10. AUX PRE/POST SWITCH
このスイッチを使って AUX SENDをプリ、もしくはポストフェーダーに切り替えます。

11. EFX

このロータリー・フェーダーで外付けのエフェクターにチャンネルの信号を提供します。こ

の信号はポスト・フェーダーで、プロセスされた信号のレベルを同時にフェーダーを使って

調節する事に役立ちます。

12. PAN

このコントローラーを使って左右のミックス・バスを提供しているチャンネル信号の設定を

し、ステレオ・イメージをスムーズにロケートします。

13. PEAK LED INDICATOR

この赤色 LED は、使用しているチャンネルのレベルが過度に高くなるのを知らせます。この

ピーク LED はクリッピングするおよそ 6dB 前に点灯します。その為、オーバーロードの可能性を警告します。もし

頻繁に点灯するような場合は、入力コントロールのレベルを少し下げてください。
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14. CHANNEL ON/OFF SWITCH

スイッチが押されているとき、インサート以外の全てのチャンネルが出力されます。そのスイッチがオフになると全

てのチャンネルはミューとされます。このスイッチを使い、信号を実際に送る前に出力無しでレベルをプリセットす

ることができます。

15. CHANNEL FADER

60mm のフェーダーをつかって各チャンネルをビジュアルにミックスすることが出来ます。

16. GP GROUP SWITCH

入力チャンネルはいつも ST に送られるため、GP スイッチを押すことによりチャンネルの信号を GP 出力のみに送る

ことが出来ます。チャンネルのパンを使って GP1 か GP2 のどちらに信号を送るかを選択できます。左に回すと GP1

の方に送られ、右に回すと GP２の方になります。L/R ボタンを使って GP1 または GP2 の信号をステレオ･ミックス

にパッチします。

17. PFL

プリフェーダー・リッスンのスイッチを使って、プリ-フェーダーの信号をコントロール･ル

ーム、またはヘッドフォン出力に送ってその信号をモニターすることが出来ます。メインの

ミックスに何ら影響を与えないで各チャンネルをモニターすることができます。PFL が選択

されると LED が点灯します。

18. M-S スイッチ

M-S ステレオのレコーディングを作りたい時、通常 2 つのマイクが必要になります。1 つは

M 信号用の単一指向性マイクで中央をポイントしており、もう 1 つは S 信号用の 8 字型指向

性のマイクで側面をポイントしてます。MS 信号を XY にディコードする為には、通常 3 チ

ャンネルマイク入力端子が必要です。1 つのチャンネルは M の為に、他の 2 つのチャンネル

は+S と-S の為に使用します。

MM シリーズはユニークな機能を使ってこれらの操作過程を簡潔にしました。その結果、空

きのあるチャンネルを考える必要が無く、特別なケーブルでのパッチングも無くなりました。

すなわちステレオ・レコーディングをする機会があったら、ただ単に M-S スイッチを下にス

ライドするだけで良いのです。そうすることによりミキサーが全て自動で準備してくれます。

奇数のチャンネルは M チャンネルに、偶数のチャンネルは S チャンネルとなり、プラグを差

込むだけで設定完了です。

M-S ステレオ・レコーディング

M-S は mid-side の略語です。M-S レコーディングに使用されるマイクはソースにダイレクトにむけて使うマイクが

単一指向性のもので、側面用として 8 時型指向性のマイクを使用します。8 時型のマイクは 1 つのフェーズでソース

の左半分の音を、反転されたフェーズでソースの右半分の音を拾います。単一指向性のマイクからの信号にその信号

が加わった時、左側からの信号は一緒に加わり、右側からの信号はフェーズが反転するためマイナスとなります。こ

の 2 つのマイクの結合されたパターンはステレオ・イメージを創作する為に 2 つの単一指向性（または 8 時型）マイ

クを左右に 45 度の角度で設置した場合と良く似ています。単一指向性のマイクを 90 度の角度で離して使ってみると

また違いが良くわかります。M-S システムでは S レベル（8 時型）の設定により単一指向性の角度を変えることが出

来、その操作でステレオ・イメージの幅が変わります。

ステレオチャンネル7 ～1 4

これら 4 つのステレオ入力チャンネルはキーボード、ドラムマシーン、シンセサイザー、HI-FI 機材、または DAT

の様なステレオ・ソースのステレオ・ラインレベルに対応しています。ゲイン設定、2 バンド EQ、バランス調節を除

いて MONOチャンネルと同様の機能があります。



8

19. ステレオ入力

これらのハイ・インピーダンス入力端子は 2 極のフォンジャックに対応しています。入力端子はキーボード、ドラム

マシン、シンセサイザー、テープ、または、プロッセッシング・ユニットに使用します。ソースの信号がモノラルな

らチャンネル端子（上側）のみにプラグを差し込んで下さい。

20. +4/-10 スイッチ

このステレオ入力チャンネルは、1/4 インチ・フォンジャックに対応し、2 つの入力を提供します。-10dB は民生機

またはは HIFIシステム用に使用されています。またプロフェッショナル機器は+4dB の入力・出力レベルを使用して

います。このスイッチを使ってどちらの入力感度にも合わせる事が出来るため、音質の向上に重要な事となります。

もしどちらかわからない場合は始めに+4 にスイッチを合わせてください。もし充分な信号レベルにならない場合 -

10dB のレベルを選択して下さい。

21. HIGH
右に回すと、高い周波帯がブーストされ、シンバルやボーカルなどがしゃきっとした音になってきます。左に回すと

高周波帯がカットされ、S 音（シビランス）またはヒスが減ります。このコントロールはシェルビング・タイプで 12KHz

において 15dB までブーストまたはカットします

22. LOW
MONOチャンネルの LOW EQ(8)と同じです

23. AUX

MONOチャンネルの AUX(9)と同じです。

24. AUX PRE/POST SWICH

MONOチャンネルの PRE/POST スイッチ(10)と同じです。

25. EFX
MONOチャンネルの EFX(11)と同じです。

26. BAL（バランス）コントロール

バランス・コントロールを使ってメインの MIX 出力に送られているチャンネル信号のステレ

オイメージを設定し、ソースのバランスを取ります。コントロールのつまみがフルに右また

は左に回っている時、回している方向と同じ側の信号のみ mix に送る事が出来ます。

27. PEAK LED INDICATOR

MONOチャンネルの PEAK(13)と同じです。

チャンネルの信号レベルが高くなりすぎると LED が光ります。通常入力レベルは最も大きな

ピーク値で短く点滅するレベルに設定するようにします。もし点滅が続く様なら、入力レベ

ルの設定を少しだけ落として下さい。これによって S/N 比とダイナミックレンジを最善にす

る事が出来ます。

28. CHANNEL ON/OFF SWITCH

MONOチャンネルの ON/OF スイッチ(14)と同じです。

29. GP

MONOチャンネルの GP スイッチ(16)と同じです。

30. PFL
MONOチャンネルの PFL スイッチ(17)と同じです。

プリフェーダー・リッスンのスイッチを使って、プリフェーダーの信号をコントロール･ルー

ム、またはヘッドフォン出力に送ってその信号をモニターすることが出来ます。メインのミ

ックスに何ら影響を与えないで各チャンネルをモニターすることができ

ます。PFL が選択されると LED が点灯します。

31. メインOUT
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これらの端子はミキサーから外付けのデバイス（EQ、アンプ等）にラインレベルの信号を送ります。

32. メインINS
これらの端子で、ライン・レベルの信号を（メイン・マスター操作後）エフェクト（コンプレッサー、リミッター、

ゲートなど）に送り、MM1805(X)に戻します。

33. C T R L  R M
この端子は mix 信号をコントロール・ルームスピーカーに送ります。

34. HEADPHONE
この端子を使って mix 信号をヘッドフォンに送ります。

35. MONO
この端子で MONO フェーダー(67)で設定した最終的な L/R の信号を送ります。ジャーナリストのレコーディング、

右と左に距離のある大音量のスピーカーのような大きなサウンドシステムのセンタークラスターのステレオ・ミック

スを強化する為などに使用されます。メイン・ミックス・フェーダーまたはグラフィク EQ は信号に影響を及ぼし

ません。

36. GROUP OUT
GROUP OUT 端子はフォンジャックのコネクターに対応しています。GROUP はステレオ MIX の使用も可能です。

GROUP FADER の説明をご参照下さい。

37. GROUP INS
これらの INS 端子はライン・レベルの信号を（GROUP 操作後）エフェクト（コンプレッサー、リミッター、ゲイト

など）に送り、GROUP に戻します。

38. EQ OUT
これらの出力端子は EQ をかけた後、MIX 信号をアンプの様な外付けの機材に送ります。

39. 2T REC
信号は RCA 端子を介してテープレコーダーに送られます。

40. EFX OUT
この端子はミックス・バスからの信号を出力します

41. AUX OUT
この端子は aux bus からの信号を出力します。

42. EQ IN
EFX RTN コントロールセクションには一つのツマミと一つの PFL プッシュボタンがあります。これらのツマミがで

EFX RTN レベルをコントロールします。EFX RTN の信号をモニターしたい場合、PFL ボタンを押して入力信号を

CTRN RM に送ってください。

43. 2T RTN
これら 2 つの RCA 端子は 2T テープリターンをミキサーに戻す為のものです。

44. EFX RTN
これの端子を使って外部エフェクターによって処理された信号をミックスに戻します

45. AUX RTN
AUX RTN コントロールセクションには一つのツマミとひとつの PFL PUSH ボタンがついてます。これらのツマミ

を使って AUX RTN のレベルをコントロールします。AUX RTN の終了をモニターしたい場合は PFL ボタンを押し

て入力信号を CTRL RN に送ります。

46. AUX RTN FADER

このフェーダーで AUX RETURN レベルを調節します。

47. EFX RTN FADER

このフェーダーで EFECT RETURN レベルを調節します。

48. AUX OUT FADER

このフェーダーで AUX の出力レベルを調節します。
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49. EFX OUT FADER
このフェーダーで MIX 信号レベルを内臓されたエフェクトまたは、外付けのエフェクトに送信します。

50. 2T RTN CONTROL

フェーダーでレベルを、メイン・ステレオ mix に送信する為に調整します。

51. CTRL RM LEVEL

MONOチャンネルの PEAK(13)と同じです。

52. PEAK LED INDICATOR

このボタンを押して、2T RTN 信号をコントロール・ルームに送ります。

53. +4/-10SWITCH
このスイッチで入力感度を切替えます。-10dB は民生機またはは HIFI システム用に使用されています。またプロフ

ェッショナル機器は+4dB の入力・出力レベルを使用しています。このスイッチを使ってどちらの入力感度にも合わ

せる事が出来るため、音質の向上に重要な事となります。もしどちらかわからない場合は始めに+4 にスイッチを合わ

せてください。もし充分な信号レベルにならない場合-10dB のレベルを選択して下さい。

54. PFL
プリフェーダー・リッスンのスイッチを使って、プリフェーダーの信号をコントロール･ルーム、またはヘッドフォン

出力に送ってその信号をモニターすることが出来ます。メインのミックスに何ら影響を与えないで各チャンネルをモ

ニターすることができます。PFL が選択されると LED が点灯します。

55. 2T RTN 信号経路の選択ボタン

右側のボタンを押して、2T RTN 信号を MAIN L/R 出力に送ります。左のボタンを押すと、2T RTN 信号をコントロ

ール・ルームに送ることができコントロール・ルームのつまみによってレベルを操作します。

56. MASTER
このボタンを押し、2T RTN 信号を MASTER 出力に送ります。その際 LED は点灯

します。

57. PHANTOM PWR
このスイッチでマスター・ファンタム電源をオン・オフに切替えます。

デジタルエフェクト（1 8 0 5 X のみ）

内蔵されている 256 プログラム・デジタルエフェクトはパターン・セレクション・ボタンとロータリー・モード・セ

レクターの組合せで合計 256 プログラムから 1 つのプログラムを選択できます。

内蔵エフェクト・プロセッサーの使用方法

1. ON(59)ボタンを押して UP/DOWN(60)ボタンと PATTERN(58)ボタンを使用しエフェクトの選択をします。

2. エフェクトをかけたい入力チャンネルの EFX(25)ボリュームを上げて下さい。

3. EFX OUT(49)と EFX RTN のフェーダーはデジタル・エフェクト・セクションの左に設置されています。EFX

OUT(49)フェーダーはエフェクト・プロセッサーへの入力レベル、そして EFX RTN は処理された信号のリターン

レベルを調整します。

4. MAIN L/R 出力から処理された信号が出力されます。+4/-10 スイッチ(20)を「-10」に切換えますとエフェクトが

より引き立ちます。メイン・ミックスとモニターへ送信されるエフェクト・レベルを調整するフェーダーも装備さ

れています。

＊ エフェクト・プロセッサーを使用されている際は PEAK INDICATOR が点灯しないよう注意して下さい。

58. EFX PATTERN MODE
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各パターンには 16 モード用意されています。パターンの詳細は本マニュアルの

appendixを参照して下さい。電源を切るとエフェクトの設定は保存されません

ので再選択する必要があります。

59. EFFECT ON
このボタンでエフェクトの ON/OFF を切換えます。EFFECT が ON の際はボ

タンと LED が点灯します。

60. EFFECT PATTERN UP/DN
このボタンを使用し、デジタル・エフェクト・パターンを選択します。UP/DOWN

ボタンで選択されたパターンはディスプレイ(61)に表示されます。ディスプレ

イ横にパターンが表示されていますので参照して下さい。

61. EFFECT PATTERN DISPLAY and PEAK
選択されたパターンがディスプレイに表示されます。詳細は選択されたパターンの表を参照して下さい。エフェクト･

レベルが高すぎ、エフェクト入力でクリッピングを起してしまう恐れがある場合はディスプレイの右下に設置されて

いる赤い LED が点灯します。

62. LED LEVEL METERS
13 連の LED メーターはマスターミックス LR をステレオ・モードにて表示します。MS モー

ドにおいては左側が M 信号レベル、右側が S 信号のレベルを表示します。

63. STEREO/MS SELECTOR
レベルメーターは L/R または PFL モニターのレベルを表示します。MS モードを使う場合は、

Mid 及び Side レベルの違いを理解しておいてください。このボタンを押して M/S モードに

するとレベルメーターが切り替わり、左側が M 信号レベル、右側が S 信号のレベルを表示し

ます。2 つの LED メーターはいつも違う表示になり、その表示が近ければ近いほど、もっと

幅広いステレオ・イメージを得ることができます。もし M 信号のみが LED に表示されている

場合、マスター出力はモノラルになっています。

64. EQUALIZER
ステレオ 7 バンド・グラフィック・イコライザーには 7 つのフェーダーが搭載され、其々中心の周波帯が

60/120/360/1K/2.5K/7K/16Kに設定されています。このグラフィック EQ は音の補正をするためのものであり、フィ

ードバックを解決するためのものではありません。そのためには別途 31 バンド EQ を使用することをお奨め致しま

す。

65. EQ ON
ステレオ EQ は EQ ON ボタンを使ってオンオフできます。このボタンを使って生の

音とプロセスされた音を聞き比べることが出来るわけです。これらのフェーダーを動

かすと、ステレオ出力も同時に影響を受けます。

アウトプットフェーダー

66. ST FADER
この 60mm ロング・フェーダーで内蔵されている EQ または、外付けの機材に対し

ての MAIN OUT (31)または、EQ OUT (38)からの出力レベルをコントロールします。

67. MONO フェーダー

この 60mm ロング・フェーダーで MONO 出力（35）の出力レベルをコントロール

します。

68. GROUP 2

この 60mm ロング・フェーダーでグループ 2mix の出力レベルをコントロールします。

69. GROUP 1

この 60mm ロング・フェーダーでグループ 1mix の出力レベルをコントロールします。



12

70. AFL
AFL は PFL の機能と類似しており、プリ・フェーダーの替わりにポスト・フェーダーになっています。

71. GROUP L/R SWITCH
グループ L/R のスイッチでグループ 1 またはグループ 2 をステレオ・ミックスの右または左チャンネルに送ります。

Ｌボタンを押すとその LED ボタンが点灯し、グループの信号を ST(66)出力の左チャンネルにパッチした事を示しま

す。L と R 両方のボタンを押すと L と R の LED が点灯し、グループの信号が ST 出力の両サイドに送られているこ

と表示します。
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パッチベイ

ミキサーのライン出力、リターン及びインサートはミキサーの右上に一緒にレイアウトされています。ミキサーの応

用性を最大限生かす為に、個別のグラフィック・イコライザーを用途に応じて使うことができます。このセクション

の端子はジャックに差し込むと同時に信号の流れが変わります。

パッチベイの応用

MM1805(X)のメイン・セクションにアクセスを可能にしたパッチベイの搭載で、ミキサーやグラフィック・イコラ

イザーなどの各種周辺機器を別に活用することができます。以下に例を 3 つ挙げます。

例 1.ミキサーからの出力を外付けのパワーアンプに送ります。この信号はグラフィック・イコライザー前の MAIN 出

力端子のポイント、もしくはグラフィック・イコライザー後の EQ 出力のポイントから送ることができます。どちら

の場合も OUTPUT 端子に接続するだけで信号の流れを変えることができます。

例 2. もし、モノラル PA 出力だけが必要であるなら、以下に示されているように MONO出力からアンプの 1 チャン

ネルに出力し、アンプのもう一つのチャンネルには AXU 出力からモニター・スピーカーの信号を送る事が出来ます。
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例 3. 外付けのミキサー出力端子を直接 EQ の IN に差込んで、必要に応じて幾つかの信号の補正をします。

バック・パネル

72. DIP スイッチ

1-6 チャンネルの個々のファンタム電源のオン・オフ切替えスイッチです。

73. 電源コード入力ソケット

電源ユニットをこのソケットに接続して下さい。ミキサーに接続する前に電源ユニットが MAIN に差込まれていない

事を確認して下さい。

74. 電源オン・オフ切替えスイッチ

このスイッチでミキサーのオン・オフの切替えをします。
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